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１　はじめに

　少人数のグループが活動の形態として用いられ

るのは、大人数での活動よりも自分の思いが出し

やすい、自分の思いが活動に反映されやすいとい

う長所があるからである。

　音楽科におけるグループ学習は、昭和５２年学

習指導要領以降の、一斉指導から個に焦点をあて

た指導への移行にともない、アンサンブル学習と

ともに授業に取り入れられた。平成元年学習指導

要領以降は少人数による学習形態は定着している。

（大熊、１９９９）

　一斉指導ではどうしても教師主導になりがちな

授業を、児童がより主体的に参加する授業にし、よ

りよい形で児童の音楽的能力を育てることができ

るように、少人数学習は取り入れられている。

　では、どんな授業にも少人数学習は適している

のだろうか。一斉指導に短所だけでなく長所もあ

るように、少人数学習にも長所と短所がある。例え

ば、グループ分けをする地点ですでに問題は起き

ることがある。なぜ好きな者同士、仲の良い者同士

ではいけないのかと、児童から不満の声があがる

ことは少なくないだろう。学級に一騒動を起こし

てまで、グループに分けて学習することにこだわ

る必要があるのだろうか。しかし学校教育の中で

グループに分かれてする活動は、音楽の授業の中

に限らず数多い。それは今までの教育上の観点か

ら、グループによる活動が学習に有効であると認

められているからである。ではどんな授業に少人

数によるグループ学習は有効的なのだろうか。ま

た、問題点はどのようなところにあるのだろうか。

２　「個」の限界　　

　個を重視した教育が新指導要領でも重視されて

いる。一斉指導から「個」重視の指導へ変化してい

くなかで、学習の個別化は個人の能力や適性に応

じて、つまり児童のそれぞれのわかりかたに応じ

て指導内容や指導方法を変えていくことで実現さ

れている。しかし学習は個人の行為であるが、自分
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以外の者が学習に何らかの形でかかわっているこ

とが重要である。というのも、一人で考えること

は大変なことであり、疲れることであるからであ

る。自分の考えについて賛同したり、意見を述べ

たりしてくれることが必要である。思考は自己の

内面の活動であるが、その在り方は外在する他者

の思考と深くかかわっている。（山田、１９８７）

　例えば積極的に発言しないような学習態度が受

動的な子も、集団思考のなかでは友達の意見を聞

いて自分なりの感想を持ったり意見の相違を感じ

たりして、本人なりの位置をもって思考してい

る。しかしそれは、教師が注意深く観察していた

り、あるいは本人のノートやプリント等を見るこ

とができたりするためにわかることである。周囲

の児童から見ればそうとはわからないことが多

い。内面でどんなに良い考えを持っていても、一

人では思考の深化に限界がある。またクラスとし

ての思考も少数の限られた考えだけでは深まらな

い。どれだけ「個」を重視した教育が叫ばれても、

集団での学習が必要とされるのは、

①話し合うことは民主主義の倫理の具体化である

②話し合いによって決められたことは行動実践の

　強い動機づけになると考えられる

③話し合うことの精神衛生的意義（例えば自分の

　意見が集団で認められたり役に立ったりする

　と、自己に対する満足感や自己有用感を得るこ

　とができる）

④コミュニケーション技術の学習に役立つ

⑤自己認識と他者認識が促進され（つまり自分と

　他者との違いを意見の中に確認することがで

　き）社会性の発達が助長される

⑥集団思考は個人思考より優れている

といった理由があるからである。（長島、１９７

６）

　発言しない子は、ほかの児童の意見を聞くこと

で思考の深化を可能にしても、自己表現能力は育

てられない。自分の意見を言葉にすることで思考

はさらに確固とした形を持ち、また相手の意見を
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より冷静にしっかりと聞き、理解する能力が育つ。

自己の思考の表出と他者の思考の受け入れは相反

するものではなく、密接にかかわるものである。

個の思考は集団思考によって支えられ、また集団

思考は個の思考を基礎にして成立しているのであ

る。（山田、１９８７）

　音楽の授業において、児童は性差・学年差に関

係なく、一人で歌ったり演奏したりするよりも、

みんなでそれらの活動をするほうが楽しいと感じ

ている。（伊藤、１９９８）音楽はその性質から気

持ちの良い感じや感動を与えてくれ、音楽活動を

することで達成感や充実感も味わせてくれるが、

それを集団で共有することでより一層気持ちが広

がったり、感動が深まったりする。一人で音楽活

動をするよりも集団で活動する方がより音楽の良

さを感じることができ、音楽を楽しむことができ

るのである。

３　グループ学習の有効性と問題点についての考

察

　一斉指導から個別指導へと教育方法の傾向が変

化してきたように、音楽の授業においても個を重

視した指導は避けられない。思考と同様、鑑賞・歌

唱・器楽演奏・創作表現等の音楽的活動も、個人

活動を基本としたものだからである。しかし個人

それぞれが、それぞれの役割を果たして一つの大

きな演奏がつくりあげられるように、一人ひとり

をおろそかにしては良い集団活動は成立しない。

一人ひとりを高めながら、集団としての長所を伸

ばし、またその集団によって個人も成長すること

ができるように、教師は働きかけていかなければ

ならない。

　グループによる学習は、一斉指導よりも一人ひ

とりの考えや様子が表出しやすく、わかりやすい。

また個別学習とは違って相互に影響し合うことが

できる。一斉学習が「活動の広がり」の場である

ならば、グループによる学習は「活動の深まり」を

求める場だと言える。しかしグループ学習では個

人の能力差や人間関係もはっきり表れてくる。そ

してそれが相互に影響し合いやすいために、か

えって学習に支障をきたす場合もある。グループ

内でなれあったり、埋没したりせず、自分の思い

や演奏を生かすために、グループ学習は集団学習

よりもさらにしっかりとした個人の深い思考力や

自己表現力、技術力といった能力が必要となるの

である。教師はグループ活動による学習を設定す

る場合、各個人の思考力、表現力、演奏技術力、性

格や人間関係等に対する理解が必要不可欠であり、

教材、授業方法等によってもっとも学習目標を達成

できるグループ編成の方法を考えなければならない。

（１）グループ分け　

　合唱・合奏において、単にパートごとに分けた編成

は、学級におけるグループとしては最も規模の大き

いものができる。ここではそれぞれパートリーダー

や練習を進めるリーダーとしての指揮係を設けるこ

とで、子どもたちが自主的に活動し学ぶ場を作るこ

とができる。

　５～８人程度に分かれたグループでは、細かい表

現の工夫をするといった、活動を掘り下げる活動に

適している。また、２人１組のペア学習は、相互に教

えあったり、工夫しあったりする活動に効果がある。

　ただし、例えば表現を工夫するといった、個人の感

性に基づいた活動は、ただ人数で分けただけのグ

ループでは、構成人数が多いほど個人の思いが集団

の中で生かされにくくなるため、同じ考えを持った

児童同士をグループにするといった、人数によらな

い、性質によるグループ分けをする必要がある。

（２）活動中

　歌唱活動において、全体で歌っているときには、そ

れぞれの声が重なり合う感じがつかみにくい子がい

る。また、斉唱や合唱あるいは合奏においても、同じ

パートの者が他にも複数いる集団活動・多人数グ

ループ活動において、自分がその集団の中で、あるい

は演奏の中で、どのような役割を果たしているのか

を感じられずに、自分一人ぐらい声を出さないでも

大丈夫といった気持ちになったり、熱心に歌わなく

なったりする児童が見られる。これらのような場合

は、テープに録音して聴く方法も考えられるが、自分

たちの歌声であるということをより認識しやすい方

法として、学級を２つ以上のグループに分けて互い

に聴き合うことで、自分の出している声がどのよう

に聴こえるのかがよくわかる。しかし少人数グルー

プでの問題点は声の大きさが小さくなることである。

声が小さいと、普段から合唱の時に「もっと声を大き

く！」「もっと口を開けて！」と教師に言われている

子どもたちは、理想とする声の大きさに近づけよう

と声をはりあげるために、その歌は無理のある声で

歌われる。また歌い方や表現方法を自分たちでよく

考えていても表現は生きてこず、その声のために苦

しそうな歌に聞こえてしまう。少人数で歌唱活動を

行う場合は、その人数に見合った指導をするべきで

ある。全体の合唱指導のための方法の一つとして考

えるのか、少人数グループによる歌唱そのものを目

的として学習目標の達成を目指しているのか、音程

をとるためにしているグループ活動なのか、表現の

工夫をさせたいのか等を考えなければならない。グ
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ループで何をさせたいのか、何を学ばせたいのか、

どのように成長してほしいのかという確かな視点

を、当たり前だが持っていなければならない。

（３）活動環境

　少人数グループによる学習活動を実践する場合、

どうしても問題となることが、練習場所や楽器の

確保という、学習環境に関係することである。大規

模校のように音楽室が２つ以上あったり、音楽室

以外にも隣に音響・防音等に関する設備が整った

教室があったり、あるいはオープンスペースや空

き教室があればよいが、隣が普通教室である場合、

さまざまに鳴っている音はどうしても迷惑になる

のではないかと心配してしまうことがある。個人

活動ではヘッドフォンを使うこともできるが、グ

ループでの活動ではできないので、周囲のことを

気にしすぎずに、いかに自分たちのグループの活

動に集中してできるかが大切であろう。教師は、児

童が集中してできる活動の設定、教材の選択をす

ることが重要である。

（４）発表

　グループ学習では、互いに聴き合い、考えを深

め、表現を高め合うことができるように、グループ

での学習の成果を全体で発表し合う場が不可欠で

ある。それぞれのグループ同士が発表し、それに対

してまた他の児童が思いを持ち、意見を交換する

ことでグループ学習で得られた内容を全体にも浸

透させることができる。

　また、友達の演奏や意見をただ聴くだけでなく、

それを自分の中で生かす、あるいは意見の交換を

することで、さらに友達の中で生かしてもらうと

いった、はっきりとした目的があれば、表現の能力

とともに、鑑賞の能力も高められる。発表時にも鑑

賞時にもポイントを押さえた活動が大切である。

（５）評価及びグループ学習全体について

　個人活動、グループ活動等の学習形態に関わら

ず、歌唱や演奏活動、創作活動等は、ある程度作品

として形ができているものの方が、わかりやすい。

音楽的能力の育成を目標とする点において、作品

の完成をないがしろにすることはできないが、音

楽を情操教育としてとらえるならば、こういう活

動をしてその結果このようなものができましたと

いう結果より、こういう活動の中で児童のこのよ

うなところが伸びた、このように良いところが出

てきたという「知」より「情」を重視、「頭・手」よ

りも「心」を重視することが大切なのではないだろ

うか。学校での学習は生活面の指導と切って考え

ることはできない。専科担当の教師でも、担任同

様、児童の人間としての成長を助けていかなけれ

ばならないのである。自分以外の人間と関わり、人

間として生きていく上で不可欠な能力を学校という

集団の中で育成するために、グループ学習は集団の

中での自分自身を成長させられる場といえよう。先

にも少し述べたが、グループ学習は一斉学習で発表

するときのように、周囲の友達がある程度自分の意

見や思いを聞き入れてくれる状態であるのではなく、

児童同士の活動が主となるために、グループの人数

が多くないほど、それぞれが自己主張しやすく、活

動は活発になる。そして友達の目や耳が近いぶん、

それが気になり、自分自身がしっかりしていないと

自分を表現し、理解してもらい、集団の中で生かし

ていくことができないからである。

５　おわりに

　音楽の授業では児童の音楽性を伸ばし、心を豊か

にすることができるように、どんなにいいものがで

きても、それがただ苦しんだだけの産物を生み出し

た学習というのではなく、達成感や解放感といった

音楽の楽しさの要素を得る学習でないといけない。

音楽の楽しさを感じることで、次への意欲につなが

り、さらに音楽的成長をとげるための意欲・推進力

になるだろう。児童のノート、プリント等の目に見

えるものや音楽という耳に聞こえるものという、形

がはっきり感じられるものはわかりやすく、指導も

しやすいが、音楽に関わることによって児童本人が

感じているかいないかに関わらず、児童の内面にあ

る感情・意識の成長、あるいは正の方向へ向かうこ

と、向くことが指導要領にある「豊かな情操」、心を

豊かにすること、生きる力の元となることなのでは

ないだろうか。

　

追記

　今回、拙い文章ではあるが紀要に書かせていただ

いた内容は、経験を積んだ教師の方には、当たり前

のことだろうと思う。私自身は臨時とは言え、教師

として一年目でやっとこれだけのことがわかったと

いった状態であるので、もっと実践に基づいた、そ

して実際に授業等に生かせるように勉強していきた

い。卒業論文でも研究したが、私自身どうしても抜

けられないこだわりがあって、「集団」という言葉に

つながる内容となってしまったが、音楽的な内容に

ついても、もっと勉強していきたいと思う。
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